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戦国 魔神 ゴー ショ ー グ ン 


4 年 前 、 テ レビ 放映 を 終 を た 「 戦 国 魔神 ゴー ショ ー グ ン 」 の ラス 
トシ ー ン に は “ 完 " や “ 終 " な どの 、 エ ンド マー ク が 出 て いま せん 。 
た だ 、 そ の 代り に 、 登 場 人 物 の 一 年 後 の 様子 が 、 少 し だ け 紹 介さ 和 れ 、 


*SEE YOU AGAIN ”( 駐 、 会 な せ う ね ) と いう 言葉 が H 敵 っ て 
いた だ の を 憶え て いる 方 も 、 い らっし ゃ る と 思い ます 。 続編 を 作る 子 
定 な ど あ り ま せん で し た 。26 回 と いう 、 テ レビ シリ ー ズ と し て は 
比較 的 短命 に 終っ た 作品 へ 対す る 、 我 々 スタ ッ フ 、 キ ャ スト の 『 も 
う 少 し や り だ か っ だ ね 』 と いう 気持 を も 、 ラ スト シー ン に 込め た だ け 
だ っ た の で す 。 毎年 数 十 本 も 、 ま る で 使い 捨て ライ ター の よう に 消 
費 き れ て いく テレ ビア ニ メ シ リー ズ の 中 で 、 多 少 、 笑 の 光 が 目 立っ 
だ か ら と いっ て 、 所 誰 、 ロ ボッ ト ア ニ メ に すぎ な いと 思わ れ て いる 
「 ゴ ー シ ョ ー グ ン 」 で す 。 一 年 も 経て ば 忘れ られ て し まう だ ろう し 、 
まし て 、 作 り 手 が “SEE YOU AGAIN "と 書い だ と ころ で 、 
どう な る も の で も な い 事 は 、 誰 も が 覚 計 し て いま し だ 。 それ が 、 な 
ん と 、 4 年 後 の 今 、 あ の 別れ の 言葉 通り 、 映 像 化 が 実現 し た の で す 。 
今回 の 「 ゴ ー シ ョ ー ダ グン 」 は 、 テ レビ ピ 版 の 二 番 せ ん じ で も 、 ま だ 
商売 上 の 二 忠 目 の どじ ょ う を 狙っ な も の で も あり ませ ん 。 だ いた だ た い 
一 匹 目 の ど ビ ょ う う も いな か っ た 作品 で す 。 わ ず か 26 回 の 放送 中 に 、 
局 の 都合 で 三 回 も 放映 時 間 帯 を 変 た られ だ り 、 視 聴 率 も 当初 は 余り 
よく な く 、 数 ある 悲 俊 な TV アニ メ の 一 つ だ っ だ の で す 。 けれ ど 、 


時 の 異邦 人 
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少し だ け 違 っ て いる と すれ ば 、 キ ャ スト ・ ス タッ フ で 作り あげ た 登場 
する キャ ラク ター の 自由 な 生き 方 で し ょ う 。 同時 に 、 マ マイナー ゆえ 
に 、 な ん で も や っ て や ら あ と いう 、 い な お り に 近い 、 作 り 手 達 の 自由 
さも あり まし た 。 当時 は 暗い アニ メ が 多く 、 登 場 人 物 が 死ぬ 悲 愉 感 
が 良い らし く 、 テ ー マ の 人為 、 ス トー リー の 人 為 、 又 は 人 気 と り の 人 為 、 
ずい 分 登場 人 物 が 死ん で いっ だ よう で す 。 この 作品 に も ぉ 、 そ うい う 

スト ー リ ー が 用 意 き れ て いま し だ た 。 と ころ が 、 登 場 人 物 達 が ある 日 、 
作者 に 向っ て 叫び ま し た 。 「 勝 手 に 作ら れ だ テー マ や スト ー リ ー の 
為 に 、 死 ん で た まる か / い いか 作り 手 達 よ 、 俺 達 は 死ん で も 生き て 
や る ぞ ノ 」 結 局 、 我 々 は 、 彼 ら を 殺す こと が で きま せん で し た 。 

彼ら は 、 そ の バイ タリ ティ で 奇跡 を 始め まし た 。 視聴 率 が 上 り は 
じ め 、 そ の 年 の アニ メー ジュ の 賞 を と り 、 そ し て 小説 版 の 中 で 生き 
つづ け 、 遂 に 今 、 “SEE YOU AGAIN" を な し と げ だ た の で す 。 
「 時 の 異邦 人 」 は 、 を そん な 彼ら の 生き 方 を も 、 レ ミー と いう ヒロ イン 
を 通し て 、T V 版 で も な く 、 小 説 版 で も な く 、 映 像 と いう 武器 の 中 
で 描こ うと し た 作品 で す 。 彼 ら は 、 そ の 中 で も 生き 続け る こと が で 
きる で し ょ うか >。 作品 の 評価 は な まかせ する と し て 、 皆 さん が 彼ら 
の 生き 方 に 何 か を 感じ て いた だ た だけ れ ば 幸福 で す 。 
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菩 の 友達 で 、 その頃 は 毎日 の よう に 会 っ て いた だけ れ ど 、 い つ し か 
お 互い の 生活 環境 が 変わ っ て 会 え を な く な り 、 時 お りな つか し く 想 い 
出す と いう 連中 が いま す 。 年 賀 状 や 、 結 婚 の 通知 。 あ る い は 、 駅 の 
プラ ッ ト ホ ー ム で ば っ た り 出 会 っ た り と 、 そ れ な り の 接触 は ある も 
の の 、 一 緒 に 何 か を する 事 は まず な いも の で す 。 と ころ が ある 日 、 
そん な 連中 が 一 組 僕 の と ころ に や っ て 来 て 、 一 緒 に 仕事 を し よう と 
云っ て きだ の で す 。 その 連中 と は 一 一 真 妊 、 キ リー、 レ ミー、 プ ブン 
ドル 、 カ ッ ト ナ ル 、 ケ ルナ グー ル の 6 人 で し た 。 3 年 ぶり の 再会 で 
し た 。 3 年 の 歳 月 は 、 役 等 を 2 度 と ロボ ッ ト ア ニ メ の ヒー ロー (本 
人 達 は 、 ヒー ロー な ん か じゃ な か っ だ と 云っ て おり ま す が …… ご 
は だ りえ な くし て いま し だ 。 ロ ボッ ト ア ニ メ と いう 、 一 つの 夢 物語 
の 中 で 生き て い だ た 、 あ る い は 生か きれ て いた 彼 等 は 、 そ の 夢 が 終っ 
た 時 』 肖 ぇ 去る 運命 に あっ だ は ず な の で す 。 し か し 、 彼 等 は 消え 
去る どこ ろか 、 小 説 版 と いう 全く 別 の 夢 の 世界 に 瞬間 移動 し て 、 生 
きつ づけ て し まっ だ の で す 。 それ が 彼 等 に と っ て 幸福 どっ だ た の か ^、 
不幸 どっ だ の か は わか り ま せん が (すく な く と も 、 ケ ルナ グー ル に 
と っ て は 幸福 どっ だ よう な 気 が す る )、 生 き て し まっ た 以上 、 生 きぬ 
以外 、 人 間 の と る 道 は な いで し ょ う 。 で 、 そ の まま お と な し く 、 
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監督 湯山 邦彦 
小説 と いう 夢 の 世界 に 安住 し て いれ ば ょ か っ だ の で す が 、 な ぜ か ^、 
も う 一 度 ア ニ メ の 世界 に も どり だ いと 云い だ し だ の で す 。 そし て 、 
彼 等 は 僕 の と ころ に や っ て きま し だ 。 “オリ ジ ナ ル ・ ビ デオ アニ メ ” 
と いう 形 で 。 ロ ボッ ト ア ニ メ の ヒー ロー (も っ と も 、 一 部 は 悪役 だ 
っ だ の で す が ) と し て 生ま れ た 彼 等 の 乗れ る ロボ ッ ト は 、 も うど こ 
に も あり ませ ん 。 け れ ど 、 彼 等 の 生き て いる と いう 事実 が 生む ドラ 
マ は 、 あ る は ず で す 。 い や 、 生 き て いる 事 自 体 が ドラ マ な の か も し 
れ な い の で す 。 だ っ だ ら 、 そ れ を や れ ば いい の で は な いか と 、 基 原 
作者 兼 シ ナリ オォ ライ ター と 僕 は 考え まし だ た 。 そし て 、『 時 の 異邦 人 』 
が で き あ が っ だ の で す 。 

この 作品 は 、 エ TV アニ メ 『 戦 国 魔 簡 ゴー ショ ー グ ン 』 の 後日 談 で 
は あり ませ ん 。 む し ろ 、 そ こ か ら は み 出 し て し まっ て 、 そ れ で も 生 
き て いく し か な か っ た 連中 の 、“ も う 一 つの ゴー ショ ー グ ン ” と で も 
云う で き 物 語 な の で す 。 な ん と し ぶ と い 連 中 な の で し ょ う 。 

TV 版 を 見 て いた だ だ いた 方 々 に は 、 その 根性 に 免じ て 、 今 一 度 の 
お つき あい を お 願い し つつ 、 は じ め て 連中 に 会 う 方 々 に も 、 じ っ く 
り と 彼 等 の 生き ざま を 、 見 と どけ て い だ だ きだ いと 思っ て いま す 。 
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ぐ ②④ 精神 的 時 間 の パノラマ ドラ マ ぶ ぐ ④$③ 

「 戦 国 魔 和伸 ゴー ショ ー グ ン 時 の 異邦 人 」 は 、 テ レビ シリ ー ズ か ら 
キャ ラク ター が 離れ て 自ら 動き 始め た オリ ジ ナ ル ・ ス トー リィ で す 
彼 等 が テレ ビ の 時 間 枠 か ら 解 か れ て 自ら 感じ 始め た 「 精 神 的 時 間 の 
パク ラマ ドラ ツマ で 9 

「 時 の 異邦 人 」 は 三 つ の 時 間 (ドラ マ ) が 同時 軸 上 を 絡み 合い な 
が ら 、 一 つの 時 間 (ドラ マ ) が 進ん で いき ます 。 そ れ は 、 ド ラマ の 
主人 公 の レミ ー の 幼年 代 、20 歳 代 、70 歳 代 の ある 三 日 間 を 描い た ド 
ラマ で す 。 三 つの 時 代 を 生き 抜く レミ ー を 描い た ドラ マ で す 

パリ の 妨 婦 の 娘 と し て 生ま れ 育 っ た レミ ー が 昔 地 の 穴 に 落ち て し 
ES eilBKGーー 選 EoooO 70 歳 代 の レミ ー は 進行 生 白 離 病 が 発病 し 、 
し か も 交通 事故 で 重傷 を 負い 二 日 間 の 命 と 宣告 され る 。20 歳 代 の レ 
ミー は 熱砂 の 惑星 、 謎 の 街 で 二 日 後 の 死 を 予告 され る 

この 三 つ の 時 間 (ドラ マ ) が 一 つの 時 間 (ドラ マ ) と し て 進み 、 
ー つ の 結末 に 集結 し ます 。 そ し て 彼女 を 助け る 五 人 の 男 達 。 真吾 、 
キリ ー、 ケ ルナ グー ル 、 カ ッ ト ナ ル 、 そ し て ブン ドル 。 彼 達 の ハー 
ド (コメ ディ ) アク ショ ン が ドラ マ を 盛り あげ ます ., 

レミ ー の 生き 抜く 力 に 様々 な 否定 する 力 が 襲い ます 。 謎 の 女の子 
と 老婆 、 不 気味 な 野獣 、 街 人 、 謎 の 声 …。 そ れ は 、 レ ミー の 紀 き 力 、 
自分 を 査定 する 心 の よう に 。 仲間 の 五 人 に 助け られ 、 そ し て 何より 
も 生き 抜き た いと いう 力 ( 心 ) が レミ ー を 戦わ せま す 。 

ブン ドル は 言い ます 。 「 私 は 信じ て いる 。 あ の 女 の 生 き 技 く 
カカ は いつ も 美しかっ た 。 今 も きっ と な …。」 


青春 の めぐ り 会 い ・ ゴ ー シ ョ ー グ ン 
プロ デュ サー ング 加 藤 博 


テレ ビシ リー ズ ヵ 落 を る 時 、 我 々 スタ ッ フ は 、 や り 切 っ た 充実 感 
と 市 作 に 携わっ だ た スタッ フ の メタ メタ の 顔 が 来 し て 、 和 複雑 な 気 
持ち で いっ ぱい で 0 だ ね だ で の 沈 ) も NN スポ ボン サー 商品 の 売 
れ 行 きか 帆 調 で あっ た こと も きる こと な が ら 、 そ の 中 で 人 物 キ ャ 
ラク ター を 首藤 氏 (メイ ン ラ イタ ー) を 中 心 に 、 我 々 の 好き な 様 

造れ だ こと だ っ だ の で す 。 それ は 、 我 々 の 中 2 当代 、 高 村 衝 代 
の 憶 れ た 女性 で あっ た り 、 こ うい っ た 男 が 女の子 に も て た に 
か の 人 物 像 に 対し て 、 そ れ ぞ れ の 思い 入れ を キャ ラク ター の 個性 
に 投影 きせ て 、 そ 和 れ が 今 の ハイ ティ ー ン に 受け た こと か が し カ * つ 
だ の で は が ない が GE い まだ だ 8 の SOINOMIOGINONBIINIIPOSNBO0 
日 常 会 話 の 中 か ら 、 き か ん に 取り 入れ だ こと は 決し て 、 介 の 役 結 
に 始 び た と か 妥協 し た か ら で は な く 、 

合わ せる 為 に は 不可 欠 な ファ クタ ー だ っ だから な の で す 。 キャ ラ 
ンジ 0 こつ RISE それ は 々 スタ ッ フ に と っ て は 試験 拘 試み だ っ 
だ の で す 。 それ が 、 あ る 部 分 で 受け 入れ られ だ な 。 や っ ぱり 我々 は 、 
本 当 に 感 し か っ だ た の で す よ ん 「 制 作 ス ケ ジ ュ ー ル の メチ ャ クチ 
ャ ノ も うい や グ 」 そ れ 以 上 に 、 プ ンド ル の あの “美しい "純粋 
き ノ レミ ー の あの 声 …… モ クシ ー き ? あれ は や っ ぱり 我々 の 暗い 
暗い 青春 時 代 ? の 痕 で あり 、| 届 展 ど っ だ の で す 。 
全 軸 、 は か ら ず も 徳間 書店 アニ メー ジュ の 協力 で ビデ オス ペン シャ 
ル に 、 プ ブン ドル ・ レ ミー・ キ リー・ 真 吾 が 復活 す る の で す 。 見 て く 
和 れる 皆さん 以上 に 、 我 々 スタ ッ フ は 毅 の 邊 く な りか か た 呈 価 09 
青春 の ノスタルジー SN NR の SRLDN 二 2 ジコ ウジ シク の 2 の 人 THNRkEGI 
血 わ き お どる 感動 を 鞍 え る の は 私 一 人 で し ょ う が か? 

必ず 見 て て れる だ ろう あな だ "あな た / そ し て あな た 
この フイ ルム の 中 で は きっ と 私 も あな た だ と 同年 代 に な れる か 6! 77 

8 洒 更 AUG が ポッ 」 あ アァ ー 青森 て や っ ぱり いい な が 一. 
(時 の エト ラン ゼ 1 は 、 そ ん な と ころ が ら で て る の か ' せ 7 ) 
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EIC 秘密 情報 部 員 ・( 後 に グッ ドサ ンダ ー 
チー ム ・ 情 報 通信 担当 。 S &W44 マ グ ナ ム を 
愛用 。 そ の 後に 自然 動物 園 看 視 員 ) ギャ ラク 
シー 栄誉 賞 辞退 。 

気丈 な 性 格 な が ら 女 らし さも ある スー パー 
レデ ィ 。 美人 。 不 幸 な 幼年 代 、 重 病 と 交通 事 
故 の 重傷 を 負う 70 歳 代 を 自ら の 力 で 生き 抜 こ 
| 才 の る 。 


as 


MMZMCAMMIJr 
ケル ナグ ー ル 
ドク ー ガ 司令 官 。 ( 後 
に ケル ナグ ー ル ・ ワ ライ 「 ( 
ド チ キン 社 々 長 ) ギャ ラ 
クシ ー 栄 準 賞 授賞 。 
トレ ー ド マー ク の フラ 
イ バ ン で 敵 を 殴り 倒し 、 
カツ トナ ル と 共同 製作 武 
器 「 改 造 路面 電車 」 で 敵 
の 本 拠 で ある 神殿 へ 突 


ジテ 


ビレ 薬 を 放り 込み 、 謎 の 


街 を 央 理 で 提 下 する 。 
-・) 地味 な が ら 裏 舞台 で 


っ 肖 ケル ナグ ー ル と 脱出 | 
(また は 破壊 ) 活動 の 為 の 四 
準備 な ど に 稚 開 する 。 肩 邊 


に いつ も カラ ス を 飼っ て 


北条 真吾 

国連 平和 部 隊 破 壊 工 作 
員 、 後に グッ ドサ ンダ ー 
an に 
ッ ト ガ ン 愛 用 。 (その 後 
無職 ) ギャ ラク シー 栄誉 
賞 辞退 。 | 

典型 的 な 熱血 性 格 の 日 
本 人 。 武器 に 精通 な 才 と 
冷静 な 判断 カ で リー ダー 
シッ プ を 取る 。 レ ミー に 
想い を 抱き な が ら 70 歳 代 
に 至っ て も 告白 が で き な 
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(0 ・ ギ ャ グレ ー 


「 プ ロン クス の 狼 」 と 
呼ば れ た N Y 暗黒 街 の ギ 
WW の ll(( 後 過少 か 


- シン ダー チーム ・ エ ンジ ニ 


amW の 所 害 以 宙 際 
用 。 そ の 後 自伝 文士 ) ギ 
ャ ラク シー 栄誉 賞 辞 退 。 


パ ル の 中 


モア を 合わ せ 持 っ 

て いる 。 真吾 と 同 

じ く レミ ー に 想い を 
抱く が 告白 が で き な い 。 


。 。 革 
/ 
 / と 
1 ヽ 


\ 


- レ オナ ルド ・ メデ ィ テ ーー 、 


・ プ ブン ドル 

ドク ー ガ 情報 局長 。( 後 
に 美学 を 求め て 行方 不明 ) 
ギャ ラク シー 栄誉 賞 辞退 。 
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ーー ーーー 
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を 追求 る こと に 生 パ 
きる 。 表 舞台 に 出 ら れ な 
か っ た が レミ ー を 励ま す 
こと で 自ら の 存在 を 光ら 
せ て いる 。 日 本 刀 を 振る 
次 も 美しい が 、 奥 里 の 小 
屋 で そう めん を すす る 次 
も 恥 美 で ある 。 


いて 
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、 親 、 敬 宮 
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用 隊 間 間 間 間 間 提 ML 


キャ ラク ター デザ イン ・ 作 画 監督 / 本 人 橋 秀 之 

な に ぷん に も 6 も 、 和 初め て キャ ラク ター デザ イン し ん 作品 
て す 』。 る れ ル が 4 年 も 経た 今 、 新 作 ピ アオ じ な る 上 は 思い 
も より ませ ん て し た ん た 。 当時 は 、 スケジュ ー ル の 都合 で 作 
画 (1 は 参加 (まん 4 カ っ ん / の (9 が 、 信 見 DALC も 成人 
て す 。 分 間 は 、 完全 (オリ ジン ナル の 新作 ほ 上 いう 5 うこ は な か の 
て 、 旧 プア ザ イン に ょ よら 6 わい れい ず 新 ん ん 気 詩 もち て デザ イン し 

ヤマ カット ナル 直し まし た 。 内 容 的 に も 、I 旧 作 と 違っ て ゴー ショ ー グ ン 
の 等 の ロボ ッ ト は 一 切 登場 し ませ ん 。 あ くま で 人 間 の 芝居 
NN 


(S&WM-29-2 
44 マ グ ナ ム ) 


が メイ ン ! ん る ドラ マ 作 を 重 昌 宮 し た / ス トー イリ イル イ に な っ 
て いま 9。 6 の 連 が の 、 単 人 247 2 ショ ルン 物 / は 思う ん 
も 4 の (00( し 4400 の (727.。 まん /。 JOAVST 
が 主役 の ドラ マ で す 。 ファン の 方 達 に は 申し 訳 な いけ れ 
ども 、 真 吾 や キリ ー 達 は あく まで わき 役 。 ヒーロー と し 
て の 見 せ 場 は 用 意 き され て いま せん 。 

これ ん ら の キャ ラク ター が 舞 吾 設定 に と け 込 み 、 それで 
いて 存在 感 が に じみ 出 て いる よう に 感じ て で もらえ ば 成功 
だ し 思い ます 。 

特に 見 て いた だ きた い の は 、 少 女 時 代 か ら 70 才 まで を 
描か れる レミ ー で す 。 

死 を 宣告 きれ て か ら の レミ ー の 履 理 、 怖 小 、 
っ ん 5 の が うま (表現 て きま て いる L い し いい の て す が 
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MI 


[1 


定 


ーー 一 ーーーー プ ブー 
いし ーー を 


人 ム ブ プン ドル の ジェ ッ ト 機 


FM の 5080 の 人 放 0 


mie 請 IM4NIdBNMWHEIMDNE 人 WIOOMOCGMHSGT2NN2HOHNA0a 


2 騒音 が 響く 。 昔 う 女 性 の 乗 つ た 赤い 車 の 周り は 浅 滞 する 
車 の 群 。 そ の 上 を へ リコ ブタ ヤー が 高速 道路 に 沿 つ て 初 節 

し て いる 。 高 速 道路 は 逃走 中 の 銀行 強盗 犯人 と 警 友 の カー レー 
ス が 催さ れ て いる らし ぐ 、 全面 封 鎖 。 … つ - ん 、 赤 い 車 は 高速 首 
路 へ 強行 突破 を 企てる 。 と 同時 に ハイ スピ ー ド で 赤い 車 は 走り 


だ す 。 こ うい う 妨 ろ し い 女 性 は -- や は り レ ミ マ 如 
歳 代 の !? パト カー を 追い 越し て 、 人 警 官 と 代 ね お | 
行 強盗 犯人 の カー チエ イス が 始ま る 。・… 車 の 大 爆発 
勝利 だ 。 肢 間 に 目 が 霞 み 、 次 の 瞬間 に 目 を 見 開 る 


ん その 上 間 に 赤い 車 は 高速 道路 か ら 飛 りん で い だ た 


4 中 央 病院 で 手術 室 の 扉 が 開く 音 が 響い た 頃 、 人 気 の 

無い 歴史 博物 館 で も 足音 が 響い て いた を 。 ゴー ショー 
グン の 記 誠 品 の 前 で 昔話 を 楽し みな が ら 一 人 の 女性 を 待つ 
ーー 人 の 男性 が いる 。70 歳 代 の … 真 吾 と キリ ー だ 。 そ し て も 
う ひ と つ 、 ケル ナブ プール ・ フ ライ ド チ キン 社長 室 で 響く 


音 が あつ だ 。 美 し い 音 で は な い 。 ケ ルナ プール が レミ ー の 
事故 連絡 を 受け だ 時 に 発し だ 敬 憎 の 声 だ 。 真 吾 と キリ ー も 
連絡 を 受け る 。 眠 つて いる レミ ー を 遠目 に 、 進 行 性 白 離 病 
… 難病 と 事故 に よる 重傷 が 重なり 2 日 の 命 と 話す 医師 。 唯 
一 救命 に は 大 学 病院 専門 教授 の 執刀 、 そ の 為 に は 医師 会 長 


の 命令 書 が 必要 だ 。 
は 仕事 で 遠く 離れ だ 山奥 に 来 て いる 。 山 奥 の 小屋 で 枯 淡 の 
境地 に 漬 る そう めん … い や 、 浸 る プン ドル に 土地 権利 の 譲 
渡 を 説得 し て いる と ころ に 連絡 が 入る 。 さ て 、 ブ ンド ル の 御 
登場 と な る 。 和 夜空 を 切り 裂く < ジェット機 が け だ だ まし い 。 


し か し 、 医 師 会 長 こと カッ トナ ル | 計 議 


Y - = 間隔 
wt yl 販 ly 病 に 証 中 | M 


2 。 さ る 


4 


に 


MDD 


ーー socdtdiU 


| 0 思 脈 計 
が 状況 を 語 つ 
て いる 。 


が 間 こ える 。 良 が 無い 。 足音 が 間 こえ る 。 野江 の よう お 男 
達 が 芋 う 。 ザ ゾ ツ / (ナイ フ の 首 ) 助かっ つた 、 キリ ー だ 。 

ミー が 生き の びれ ば 運命 も 枠 し い 。 男 達 を キリ ー に 任せ 
て て 逃げ る と 、 ま だ 男 達 が 工 う 。 ダダ ツ / (ショ ヨット ガン 
の 音 ) 助かっ だ 、 真吾 だ 。( 中 ) 装 し た いけ ご 撃ち 過 ぎ 


て レミ ー の 指 は うま く 動 か な い 。 ドウ ンド ウン / (サイ 
ドカ ー 似 イフ の 昔 ) 助 か つ だ 、 ブ ンド ル だ 。 う ~ ん 。 
ちな み に 残 り の 二 人 (サル ナグ ー ル 8 カッ トナ ル ) は ガラ 
グ ツ 置 場 に 居 た 。 伏線 。 運命 の 街 か ら 脱出 を 在 て る レミ ー 
と ブツ ドル は パリ ケー ド を 警官 に 守ら れ だ 門 の 外 へ / 


だ か 、 門 の 内 に 出 た だ!7 ど う や ら 脱 出 不 可能 らし い 。 遠 くに 原 
野 、 そ し て 運命 に 葬 ら れ だ 無数 の 墓 を 照ら す ニ つの 朝日 が 
見 える 。 鐘 の 音 、 と 重なり 街 を 揺らす 呪文 が 聞こ える 。 そ 
れ に し て も 、 あ の 神殿 が 目 さ わり だ 。 レミ ー は 部 屋 に 戻り 
眠っ て いる 。 


0 レア 
街 か ら 脱出 で き 
な い 。 回 へ 。 


| 5 レミ ー は うま く 動 か な い 右手 を 労 わり 
る 。 七 個 一 個 の 昼 を カラ ッ ポ の 頃 

部 屋 で 戦闘 準備 が 始ま る 。 運命 の 日 の ミ つ 0 
な り 街 を 揺らす 呪文 が 聞こ える 。 宗 の 向う 
街 人 が 見 えた 。 呪 文 が 綿 く 。 六 人 は 路面 


だ !? 男 の 
子 … 五 人 の 男の子 
達 の 声 が レミ ー を 


レミ ー の 命 は あと 
30 分 と 話す 。 


cy 


半 | 


の 


うう 


| 外 S 


スト ー リ ー タ ダイ ジェ スト ノン | 間 シッ 


20 ベッ ド を 囲 | | 
お 五 人 ガレ 
ミー を 励ま す が 、 
也 脈 計 は 憧 ま る だ 
け で ある 。 


2 ー の 指 が か す が ガ 回 ) 
動 が お な い 。 動 お な い 、 大 
ね …。」 「 い や だ / 和 
わ 、 ど ん な こと が あつ て も 
そし て 部 屋 へ 廊下 へ 玄関 へ 、 


4 ン 宙 急 と Da 1 る が 人 る 
の に 日 の / 
か 中 回 人 
| 
ャ 
ミ W 科 
@ 自 然 動物 園 の 
幼年 代 を 思い だ そう 。 RI へ 監視 役 に 就任 


て 、 ベ ッ ド に 落ち る 。W 脈 計 は | 


ンク フス 、 み ん な 。 ま た 会 お う | 4 ご 人 の 他 問 
ーー 「 レ ミー は あき ら め な い 邊 0 識 2 
販 計 が 動く 。 間 が 明る く な る 。 Met の | 千 の ん ド ー 
( 癌 ) レ ミ | 了 、 


る 。 霊 板 車 は キヤ ン セ ル だ 。 


六 人 は さま よい 続け る 。 ス ター 


」 と つの も の は な ん で し よう 。 答 は 


音響 の モ キク ショ ン で どれ だ け の アイ デア と セン ス を 投入 出来 る か 、 ど れ 


だ け の 条件 や 監督 の 意向 を 消化 、 反 映 出 来る か 。 評 論 家 的 に 作品 を 客観 視 
し て いて は いか ん の で す 。 ホ ッ ト に 乗ら な けれ ば や れ ま せん 。 自分 の 作業 
に つい て 外 に 向け て 説明 する の は 恥 か し いし 、 受 け 手 の 想像 力 を 枯 湯 させ 
る よう で 、 い まい ち 乗 れ ま せん 。 それ は 裏方 と し て の 作業 の 中 で 監督 に ぶ 
つけ たい 。 そし て ギャ ラ を と っ て メシ を 喰っ だ 以上 、 結 果 は どう あれ 本 音 
と 称し て 我 田 引 水 の 言 葉 を 並べ たく な いと 思っ て ます 。 だ か らい つも ワン 


パタ ー ン の こと し か 言え ませ ん 。 た だ だ 、 音 響 と いう 形 と し て は っ きり は 見 、 


えな いけ れ ど 、 非 常に モン シテ ィ ブ な プロ モス を 言葉 と か 権力 で ね じ よ ふせ 
られ る と 、 現 場 は ああ 無情 で あり ます 。 < ゴー ショ ー グ ン >。 構成 が 複雑 
大 胆 不 英 で 、 音 楽 の 構成 メニ ュー づく り は むず か し く て 、 音 の スー パー マ 
ー ケ ッ ト に な ら な いよ うに 気 を つけ まし だ が 、 あ か の 氏 も テー マ 毎 に モチ 
ー フ を 固め て 作曲 な ほっ た そう で 、 を その 音楽 は 作品 世界 を ば っ ちり 描出 し 
て 更に グレ ー ド アッ プ ' さ せる 力作 で す 。 イ メー ジン ソン ング と し て つく られ だ 
曲 も 、 や た ら 挿 入 歌 と し て 流せ ませ ん か ら 、 な ん て 事前 に つっ ぱら か っ て 
い だ ら 、 す ご くい い の が 出来 ちゃ っ た 。 2 曲 と も し っ か り 取 り 込 ませ て い 
だ た だ きま し だ た 。 キャ スト は お な つか し や の 面々 、SE は 伊藤 克巳 氏 、 願 わ 
くば 、 こ れ で スケ ジュ ー ル が ビシ バシ と 決ま っ て くれ れ ば 、 ア フレ コ ・ ダ 
ビン グ も 湯山 監督 と 一 緒 に ルン ルン と いけ る の で す が 。 首 藤 氏 の 熱烈 的 愛 
着 的 看板 的 名 刺 的 作品 (!?) 大 切 に 、 で ぐ わ ん ば り ま す ッ ク 


「 お 帰り な きい 、 レ ミー グ 」 TV シリ ー ズ が 終わ っ て マル 3 年 。「See You 
Again ノ 」 の ひと 言 を 残し て どこ か へ 行っ て いた 大 親友 に 、 や っ と 再開 で 


きた っ て 感じ 。 ウ フフ 朝 相手 が 人 間 ど ご っ た ら ヒ ッ シ と 抱き 合っ て ホウ ヨ 
ウ し あっ ちゃ うと ころ 。 真吾 も キリ ー も プン ドル も カッ トナ ル も ケル ナグ 
ー ル も …… ウー ッ 、 や っ ぱり イイ ヤツ ノ / ノ 愛し て る う 一 ノ / 私 に と っ て 本 当 に 


思 を ば 、 私 、 小 山 甘 の コン サー トラ イブ の ビデ オ の 最後 に 、See You 
Again ノ / の 文字 を し っ か と 入れ ちゃ うし 、1 年 9 ヶ月 の 間 、 毎 週 毎週 、 オ 
ー ル ナイ トニ ッ ポ ン と いう ラジ ォ 番 組 の エン ディ ング で 色っぽ く (エコ ュー 
つき ) See You Again 一 罰 な ん て 言っ て だ し 。 私 の どこ か に 、 い つも レ 
ミー は 生き て だ た ん で すね 。 勿論 、 首 藤 剛志 ファ ン の 一 読者 と し て 、 小 説 「 
ー シ ョ ー グ ン 」「 そ を の 後 の ……」 等 々 出版 され る だ び 読 ませ て 頂き まし た 。 
で も 、 私 に と っ て 小説 の 中 の レミ ー っ て 、 や っ ぱ 、 な ん か 距離 感 が ある ん 
で す よ ね 。 あ くま で も レミ ー は 首藤 きん の 頭 の 中 に し か 存在 し な いん だ っ 
か 20 ちょ っ ぴり シッ ト な ん か し だ た だり し て 。 (この 思い 入れ 、 異 常 デ シ 
ョ カ ?) で も 、 ま だ 、 こ う や っ て アニ メー ショ ン に な っ て 帰っ て 来 た 。 
ーー 生き る パパ ワー 愛 の パワ ー を ひっ きる げ て 一 一 

この 「 時 の 異邦 人 」 は あな た に と っ て タカ ラ モ ノ に な る は ず で す 。 勿論 
私 に と っ て も 。 生き る 勇気 を 与え を て くれ る タカ ラ モ ノ 。 落ち 込ん だ 時 、 ナ 
ー バ ス に な っ ちゃ っ た 時 も う 一 度 、 こ の 「 時 の 異邦 人 」 を 見 て 欲し い 。 を 
の た だ た め の “See You Again ノ /”" で も ある の だ か ら ……… ネッ 深 


(@@//////7 コ ん // 


事務 所 の 人 か ら "『 ゴ ー シ ョ ー グ ン 」 の ビデ オ の 仕事 が 入っ て ます " っ て 
聞い た 時 、 な ん か と っ て も な つか し い 感 じ が し だ た ん で す 。 『 ゴ ー シ ョ ー グ 
ン 」 っ て 番組 、 一 部 の 人 に は と て も 熱烈 な 支持 を 受け た ん で す が 、 一 般 的 
に それ ほど セン セー ショ ナル で も な か っ だ ん で す 。 で も 、 キ ャ スト の 一 人 
と し て の 僕 に と っ て は 、 と っ て も 印象 的 な 仕事 どっ だ た の で す 。 

“あな た に と っ て いい 仕事 と は ? "と 聞か れ だ 時 、 僕 は “いい 本 " 
演者 "“" い い ス タッ フ ” っ て 答え る の で す が 、『 ゴ ー シ ョ ー グ ン 』 は まる に “ 
い 仕事 " だ っ た ん で す 。 ま ず 「 本 」。 シ リー ズ を 通し て あの 話 は 、 首 藤 さ る ん 
の あっ た か 味 が 根底 に 流れ て いる の で す 。 それ を ベー ス に し て の パロ ディ 
で あっ た だ たり ファ イト だ っ た だ たから 楽 し い の で す 。 一 一 2 番目 。「 共 演者 」。 田中 
秀幸 きん 、 小 山菜 美 き ん 、 松 岡 洋子 きん 、 塩 沢 兼 人 る ん 、 小 杯 修 る ん 、 藤 
本 譲 さ ん 、 木 原 正二 期 さ ん 、 郷 早 大 輔 きん 、 間 嶋 里美 きん 一 一 こ 2 し て 名 
前 を あげ る だ け で も な つか し いと 思っ て し まう 人 だ ち ー 一 ひと り ひ と り に 
つい て エピ ソー ド を 書い た ら と て も 紙面 に 収まり を そう も な い の で ここ で は 
勘弁 し て 下さ きい 。 た だ 、 里 美 は 古谷 の 嫁さん に な っ ちゃ っ た か ら 、 今 度 の 
仕事 で は 会 を な いか も し れ な い の が 残念 で す 。 そし て 最後 に 「 ス タッ フ 」。 
何 ( い っ て も こう いっ だ キャ ステ ィング を し て くれ だ ディ レク ター の 松浦 
氏 に 頭 が 下がる 思い が する し 、" や っ だ ね "っ て 言い た い の で す 。 それ と 
Se 僕 た ちの 声 を ベス ト に 録 っ て くれ た 整 音 ス タ ジ ど オ の 皆さん 、 ト チリ の 
鈴置 と し て は 特に 感謝 し な くち ゃ いけ ませ ん 。 き 一 て 以上 の メン バー が 、 
再会 する の で す ョ (一 部 キャ スト が 変わ ちる か も し れ ま せん が …) 楽し い 作 
品 が 出来 な い 訳 が な が いで し ょ う 1?。 を を 御 期待 ん 


“いい 共 


役者 の 独自 SI 

「 勧 善 懲悪 」 つ まり 、 悪 い 奴 は と こと ん 悪 の 限り を 尽 し 、 虐 げ ら れい じ め 
られ 続け た 若者 が 、 最 後に 敢然と 立ち 上 が り 「 悪 」 を 減 す 。 観 客 は 、 ヒ ー 
ロー が 何時 立ち 上 が る の か 、 手 に 汗 握り 、 期 待 に うち 震え て 待っ て いる 。 
これ が 従来 の 物語 パタ ー ン 。 だ か ら 、 ワ ル は 、 徹 底 的 な ワル を 演じ な けれ 
ば な ら な い の で ある 。 少し で も 手抜き を すれ ば 、 痛 ゆめ ゆ つ けら れ だ ヒー ロー 
の 慣 り の 念 を 鈍ら せ て し まう 。 観客 共々 一 丸 と な っ た 慎 怒 の 念 が 、 彼 を 立 
ち 上 が ら せ る の で ある 。 悪役 「 カ ッ ト ナ ル 将 軍 」。 独眼 隻 腕 ( 脚 ) !17、 肩 の カ 
ラス も 不気味 な 怪 入 。 何 処 か ら 見 た っ て ワル の 典型 、 と 思い き や 、 こ れ が 
大 違い 、 人 間 臭 アァ ア い オジ ン ? 。 い や これ に は 参っ だ ね 、 正 直 の と ころ 。 演 
ずる 木原 正二 期 こい つが まだ TV の 画面 で も 声 の 吹き 替え で も 「 ワ ル 」 そ を 
の も の 。 と ころ が を の 実像 は 、 カ ッ ト ナ ル 将 軍 生 き 写 し の 善人 ? 何時 も 、 
ワル を 演ずる こと の 不適 格 き を 嘆き 電 し し を で いた の で ある 。 と ころ が と こ 
ろ が 、 己 に 生き 写し の 役 、 カ ッ ト ナ ル 将 軍 を 演ずる こと に な っ だ た と き 、 い 
や 面 喰らっ た の な ん の っ て …、 だ っ て 演ずる 必要 が な い 訳 ど だ か が らし て … だ 
か ら 、 ど うし だ た らい い の ォ 0?7… て な も ん で す よ 。 や っ ぱ 、 役 者 っ て ェ の は 
自分 以外 の 人 物 を 演ずる 方 が 良い よう …。 だ か らき る 、 一 度 二 枚 目 の ヒーロ 
ー で も や ら せ て ご らん は 松浦 きん 、 こ いつ アァ 絶品 で す ぜ 

それ に 、 作 者 の 首藤 る ん て エ 人 は 目利き だ ね ェ 。 若 人 も 悪人 も 、 主 役 も 
脇役 も 、 総 て 物語 り の 中 か ら 失 くし ちまっ だ ん だ か ら …。 敬 も 悪 も な い 、 


人 間 も 機 械 も 混 然 一 体 し な っ て の マス ・ ゲ ー ム 、 そ れ が 「 戦 国 魔 ゴ ー シ 
ョ ー グ ン 」 の 人 気 の 秘密 。 こ れ か ら の 宇宙 と 人 類 を 先 ど り し た 物語 戦国 
魔神 ゴー ショ ー グ ン 」 うれ し いね 。 


ビル ベベ ト で て て に C を た と キリ ー e ギャ グレ ー 


な つか し いな あ 、 あ れ か ら も う 4 年 6 も た つん で すね 。 で も この 「 ゴ ー シ 
ョ ー グ ン 」 と いう 番組 は 、 4 年 た っ た 今 で も 大 変 印象 に 残っ て いる 作品 で 
す 。 面 白い も の で 自分 の 演じ た キャ ラク ター と いう の は 、 番 組 が 終わ っ て 
も 、 あ いつ 今頃 何 や っ て る の か な あな ど と 時 々 気 に な っ だ た りす る も の で す 。 
首藤 さん の お 書き に な っ だ た 「 を その 後 の ゴ デー ショー グン 」 で ある 程度 の 消息 
は つか め ま し た が 。 今回 本 当 に 久しぶり の 「 ゴ ー シ ョ ー グ ン 」 キ リー が あ 
れ か ら ど う 変 わっ て いる か 、 レ ミー、 真 召 に どん な 形 で 再会 びき る の か 、 
含 か ら と っ て も 楽し み に し て いま す 。 


レオ ナル ド ・ メ ディ チ ・ ブ ンド ル 氏 に 捧ぐ 一 一 貴方 と の 出会い は 、 も う 
4 年 近く も 前 の こと に な り ま すね 。 当初 、 貴 方 を 僕 に キャ ステ ィング きれ 
だ 時 は 、 少 々 と ま ど い まし た だ 。 ま アテ ア 簡 単に 言 を ば 、 敵 役 の 美形 キャ ラ 。 キ 
ャ ラク ター を 設定 し て 行く 段階 で の スタ ッ フ さる ん 達 の 遊び か な 等 と も 思い 
Cu し か し な が ら 耕 詞 を 見 て いく 限り は 、 ま る で ブン ドル 氏 を 含み 、 
悪 役 三 人 組 は 何と な く 冗 談 ば か り が 先行 し て 、 設 定 自体 は あく まで も 悪役 
な ん だ けれ ども 、 ち っ と も 憎め ない 。 それ どこ ろ ヵ 悪 三 人 そ れ ぞ れ が 、 デ 
ィ フ ォ ル メ さ れ た 形 で し っ か り と 面白 むか し く 人 物 を 浮か び 上 が ら せ て 行 
く 。 脚 本 の 首藤 る ん に は 、 元 々 善 対 悪 で な い 話 を 作っ て いこ うと いう テー 
マ が あっ だ らし い の で す が 、 斬 新 な 構成 で は な か っ だ か と 思い ます 。 僕 個 
人 は 、 貴 方 と いう 役 で 随分 我 ま ま も や っ だ よう で す 。 本当は も っ と クー ル 
に カッ コ 良 くし な けれ ば いけ な か っ だ の か も し れ ま せん 。 し か し 首藤 さん 
の 脚本 や ディ レク ター の 松浦 きる ん と 僕 の 協同 作業 の 中 で は 、 貴 方 の 存在 を 
遊ん で し まお うと いう 方 向 に 向い て いた 様 に 思い ます 。 自 己 陶酔 の 権化 、 
何 か が 欠け た 完全 主義 者 、 を ん な 風 に 僕 は 貴方 を 作ろ うと し まし た 。 幸い 、 
松浦 氏 は 僕 の 入れ 込み 方 を 認め て くれ だ の か 、 相 当 自由 に 演じ きせ て くれ 
まし だ 。 ま アァ 、 も し か し だ ら こ れ が 、 貴 方 を まる で ギャ グ キ ャ ラク ター の 
様 に し て し まっ た 原因 な の か も しれ ませ ん が ……。 も し 、 そ うだ と すれ ば 、 
その 責任 は 全て 僕 に あり ます 。 その 結果 と し て 、 当 初 プ ブン ドル 様 で あっ た 
貴方 の 呼び 名 が プン ちゃ ん 等 と いう 名 に 変わ っ て し まっ た 事 も 、 こ こ に 御 
報告 し て きま す 。 で も それ は 、 貴 方 の 幼 な き 頃 の 再現 等 に も 多少 の 原因 
は ある と 思う の で す が 。 と も か 〈 も 、 双 貴方 と 再会 出来 る と は 、 本 当 に 、 知 
の 友 と の 出会い の よう で す 。 相 変わ ら ず 、 赤 い バ ラ と レミ ー、 ル イ 13 世 の 
超 味 は 変わ ら な い の で し ょ うか 。。 今度 こそ は 、 貴 方 を ブン ちゃ ん 等 と 呼ば 
せめ ぬ 様 、 高 貴 に 頑張 る つも り で す 。 今 回 も どう ぞ よ ろ し く 、 お 手合 わせ 下 
る い 。 末 筆 な が ら 今 後 共 、 末 長い 御 活躍 を 。 

追 信 レミ ー き ん に よろ し く < く (本 当 は これ が 言い た か っ だ り ?) 

この コメ ント は 、 製 作 前 に 意気 込み を 語っ て も ら っ た も の で す 。 
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アフ レコ 台本 


(実際 の アフ レコ に 使用 され た も の と 同種 ) 


@ 原作 ・ 脚 本 首藤 剛志 
@ 監督 湯山 邦彦 
@ 作 画 監督 / 本 橋 秀 之 


VHS 


テレ ビ で 好評 だ っ た 「 戦 国 魔神 ゴー ショ ー グ ン 」 
を オリ ジ ナ ルス トー リー で ビデ オア ニ メ 化 。 
レミ ー 王 島田 と いう ひと り の 女 の 生 き ざ ま を 鮮烈 


に 描く ハー ドア クシ ョ ン ア ニ メ 。 
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ノン ナー トラ ンド / マ キ デ ロ アク Sg 具 


IC プ オン リー フォ アラ イフ スタ ジオ CAM 
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戦国 魔神 ゴー ショ ー グ ン 「 時 の 異邦 人 」 音 楽 編 
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